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底力が見えない服。

TexしKaori Nakano

議題田園

テーラードスーツは、抽象的に男性の身体を包み込

み、生々しさを隠しながら着る人の備魅を倣える、一種

の男性服の完成形です。基本着通は変化しないのに、時

代や社会に応じてその表現やあり方を奮え続けています。

終戦後から19与0年代にかけて主流だ・)たのは、グ

レーフランネルのスーツ。グレゴI)-・ペック事物の映

画「グレーフランネルのスーツを着た購」 (Iりう())が描く

ように、グレースーツくま、アメリカでは場景有田をビジ

ネスマンの象徴でした。日本Iこねいても、きくの病性が

着たのはグレーの背広。 “どぶねずみルック輸とも呼ばれ

たスーツは、堅実な社会人の則問でもIいり暮した.,

60年代には、アイピール・ソクか後生、 =本で(よ本意

も一目轟く敬白の発願をし暮す-.き教ざ蒙を当し-ル農が

男性のマニア心をくすぐり、書くのII事の病性をして、

お洒落をするという喜びにi」青めさせること(こなり暮し

た。アイビーへの対枕略職として、 Iくりのピエール・カ

ルダンによるスーツを事績に、 "コシナ青ンケルついソク

も仕掛けられます。サウイル・ロー蝿のプリナイツンユ

・ルックやカーナビー・ストリートのモッズルックも人

気を博し、スーツスタイルの選択肢が増えるとともに、

TPO(こ応じてスーツを着分けるというライフスタイル

も広がります。

60年代から70年代にかけては男性が華やかに装う

ピーコック尊命が登場します。日本では、経済の低迷を

鎧て79年に半柚の省エネルックが提案されます。仕事

着としてのスーツを快適にするためならば形を変えてい

いという発想で行われた改革の試みは賎しく、逆に、歴

史と美学に裏打ちされたスーツの基本構造の強さを証明

した結果に終わりました。

1980年代は、ジョルジオ・アルマーニが芯地やパ

ッドを省略したスーツを世に出します。日本でも、アル

マーニの影富を受けたソフトスーツが流行し、いわゆる

DCブランドが氾濫。スーツを着ることを通して男性か

官能的な喜びを感じ、セクシーさをアピールすることが

できるようになったのは、画期的なことでした。

そして21世紀に入り、エディ・スi)マンがミニマ

ル心細●の▲・ツ●持I)●-.議場,男性になにがしか

の録鴫後置●●青く自白〃¶▲ ,∧=自白のI-ツが、草食系

調子物細とい↑場IいI"●手書●〇人で、男性をより、

M小dく“、 “〇〇°‖音購録○○IしくI,億催します。

かくして. 1∴中値輸l順"I存 ′た反動もあり、

カツまでlし化か輸青. ′`リIIU)購い車重はスーツを着

ないことで書の細やIIl農かl●章ぐrなりました。

スー●ソ●●寄い、小・1〃青物-,高めて、バリュー

シ〃ンと細面録iMllりl〃后職場相l待(る現在、あえて

円購後として7い∴リ◆●◆伝い●"嶋が、エッジの効い

たブナ・リン〃ン場▼lトlレトlして時日を浴びていま

+.鼻0職●〃賃で4トi′‥トソI音リンョンのスターに

なった細置き○○のりγ音リン●ンiン+Iルタント、ニッ

クiウー場′喜一Il細●●’′I日ン〃I二思いますが、トル

コのブナi‖レ"シナγlI一.巾1ilトiペナンや、映

○○〃の高月I場・ナシ′ リン匂1∴ 寛の力を抜いて日

意的Iこ具-ツ●●●細購席●′)具′lルが、絶大な支持

食後Ilてい"l。

ナノり力・∴Iシイ録IIOのり′弓レもそうでしょう。

撒勺くま置しい輸′I〇倍l、 I凡輸職のカラフルなスーツ

でIふり●●章章か、職〃l◆原職i:l=)てあえてスーツ

で8●んと輸↑=Iリノ圧しぐのんI)方を、「修線であり、

坐糊強大であI).大嶋′I〃職II i待I種付けています。

輸Irくa置●の小』 '"▲'鼠llI,Iテーラードスタイ

ルで細II書物t)費・リーンで◆職でいると、イヴ・サン

ローリンl)“DI●書出I細I●…Y ・)川「e当装いは、生

き方だ)とい◆置"●購いII仕●l音音

いレ裏(lII●il同いl輸細11i動附として使われる

と、火照●●●●I・i白●●lも.陣列を整える、など

の東映のlあI)"1M-細置◆I.i■ Iていくと、古いフラ

ンス機の同i●II●I“IJMl▲iII支信 この語には、自

分I’i●書i〃いけI録●.賀川同Ihi ・て立ち上がり、償

えをでも.とい1細輸●●l)書仁

とI)l●i. "l五M同川で1iこなる世界のなかで、

血書を〃い高僧●I輸出ilI輸lんために、テーラード

スーツで細と●●●,場韓〃嶋′Iあれらゆる可能性を薮

原でl●〃Il●持つ細付かへ.二で、臆・筋縄でくれ、かない

その人d)きI)録●請書I●の〃I/思います。

中競○○ 購高大か○○調書か置場の置購.重ノーイストとしぐb、プァノンョン史から最噺モード事備までを研究、軸筆を手カ年1る。筆書I二は「ダンディズムの●〃 細′●h▲●人用(●〃調〃)(勅i多数ある。


